
議会だよりへの意見を
お待ちしております

第4回（12月）定例月会議

◆議案審議 １・６・７面
◆一般質問 ２・３・４面
◆議会の動向 ５面
◆陳情・意見書 ５面
◆議会報告会の開催 ７面
◆審議結果一覧表 ８面
◆第１回(３月)定例月会議日程 ８面

主 な 内 容

　
第
４
回
（
12
月
）
定
例
月
会
議
は
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
20
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
月
会
議
で
は
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
23

件
（
う
ち
、
報
告
１
件
）
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
４
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

秦野市議会は令和４年１月１日から通年会期制に移行しました 詳しくは
こちら→
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令
和
５
年
10
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

〜
は
だ
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
改
定
〜

令
和
５
年
10
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

〜
は
だ
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
改
定
〜

令
和
５
年
10
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

〜
は
だ
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
改
定
〜

令
和
５
年
10
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

〜
は
だ
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
改
定
〜
議
案
第
52
号　
秦
野
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
の
継
続
に

よ
り
、
安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
計
画
的

に
行
う
必
要
が
あ
る
水
道
施
設
の
更
新

を
進
め
る
上
で
必
要
な
財
源
の
確
保
と

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
左
右
さ
れ
に

く
い
料
金
体
系
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
①
基
本
料
金
の
基

本
水
量
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
に
伴
う
超
過
料
金
の
区
分
を
追
加
す

る
こ
と
、
②
基
本
料
金
の
額
を
引
き
上

げ
る
こ
と
、
③
基
本
料
金
の
メ
ー
タ
ー

の
口
径
区
分
を
細
分
化
す
る
こ
と
に
つ

い
て
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

議
案
第
53
号　
秦
野
市
公
共
下
水
道
使

用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

公
共
下
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
の

継
続
に
よ
り
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
下
水
道
施
設
の
更
新

を
進
め
る
上
で
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
に
加
え
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
左
右
さ
れ
に
く
い
使
用
料
体
系
へ

と
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

公
共
下
水
道
使
用
料
の
額
を
引
き
上
げ

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
令
和
４
年
10
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
水
道
料
金
の
減
額

を
行
う
中
で
、
料
金
引
き
上
げ
の
提
案

を
す
る
こ
と
に
対
し
、
市
民
は
疑
問
を

感
じ
る
と
思
う
が
、
５
年
10
月
に
料
金

改
定
を
行
う
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
回
の
水
道
料
金
の
改
定
は
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
実
施
を
し
た
料
金

減
額
と
は
異
な
り
、
は
だ
の
上
下
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
施
設
の
更
新
に

向
け
た
資
金
不
足
の
解
消
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
施
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
な
ど
に
配
慮
し
、
当
初
の
予
定

か
ら
半
年
間
の
先
送
り
と
し
た
。

問　
今
回
行
う
水
道
料
金
の
改
定
は
、

物
価
高
騰
対
策
と
は
別
の
目
的
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
も
施
設
に
係
る

電
気
料
金
の
増
額
が
続
く
場
合
、
再
度
、

料
金
設
定
を
見
直
す
可
能
性
は
あ
る
か
。

答　
８
年
度
ま
で
に
生
じ
る
、
年
間
約

６
６
０
０
万
円
の
電
気
料
金
の
増
額
は
、

※
補
填
財
源
で
対
応
す
る
こ
と
を
見
込

問　
本
条
例
の
改
正
で
は
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
強
い
使
用
料
体
系
へ
の

移
行
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
下
水
道

使
用
料
を
引
き
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

目
的
の
達
成
に
向
け
た
考
え
方
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
今
回
の
下
水
道
使
用
料
の
改
定
は
、

財
政
計
画
に
定
め
た
引
き
上
げ
割
合
や
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
も
の

で
あ
り
、
目
的
達
成
に
向
け
た
第
一
歩

と
捉
え
て
い
る
。
今
後
も
同
様
の
改
定

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
安
定

的
な
経
営
状
態
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

要
望　
変
化
の
大
き
い
改
定
を
行
え
ば
、

そ
の
分
市
民
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る

な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
で
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う
、
時

間
を
か
け
段
階
的
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

ん
で
い
る
が
、
想
定
を
上
回
る
状
況
が

続
く
の
で
あ
れ
ば
、
９
年
度
以
降
の
料

金
改
定
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
が
続
く
中
で

の
水
道
料
金
引
き
上
げ
は
見
送
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

施
設
更
新
や
耐
震
化
の
経
費
を
踏
ま

え
た
計
画
的
な
改
定
で
あ
り
、
先
送
り

は
収
支
悪
化
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
減

額
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

メ
ー
タ
ー
口
径
区
分
ご
と
の
使
用
料

が
均
等
に
増
額
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
平

等
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

公
共
下
水
道
事
業
は
使
用
の
対
価
で

あ
る
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
の
が
基
本

で
あ
る
。
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
て
実
施

を
遅
ら
せ
た
こ
と
か
ら
も
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

紅白梅にメジロが飛来し春の到来を告げています（撮影者・栗原正行さん）

安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め

水
道
料
金
を
平
均
７
％
引
き
上
げ

審
議
議
案

安
定
し
た
汚
水
処
理
の
継
続
を
図
る
た
め

下
水
道
使
用
料
を
平
均
５
％
引
き
上
げ

審
議
議
案
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はだの議会だより 令和 5年（2023 年）2 月12日（日）  第 247号〘2〙

保
育
の
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

子
育
て
支
援
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

秦野名水を活用した「おいしい秦野の水」

秦野市人口ビジョンにおける
上地区の将来推計

※イエナプラン教育…ドイツで始まりオランダで広がった、一人一人を尊重しながら自律と共生を学ぶオープンモデルの教育のこと。
※一条校…幼稚園や小学校など学校教育法第１条に定められた教育施設の種類やその教育施設の通称のこと。

用語解説

創　
和　
会　
　
　
福
森　
真
司

一　
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
の
供
給

に
つ
い
て

問　
法
定
耐
用
年
数
で
あ
る
40
年
を
超

え
て
水
道
管
が
更
新
時
期
を
迎
え
る
中
、

安
定
し
た
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
漏
水
の
早
期
発
見
、
水
管
橋
・
空

気
弁
な
ど
の
施
設
の
定
期
点
検
に
よ
り

管
路
機
能
の
維
持
に
努
め
、
予
防
保
全

型
の
管
理
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
市
民
の
日
常
生
活
、
地
域
産
業

振
興
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
市
民

共
有
の
財
産
で
あ
る
豊
富
な
地
下
水
と
、

優
れ
た
先
人
が
築
い
た
歴
史
あ
る
水
道

を
誇
り
と
し
、
適
切
な
負
担
の
も
と
、

水
道
施
設
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
、

秦
野
名
水
を
主
要
な
水
源
と
し
た
水
道

水
が
安
全
・
安
心
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

今
後
も
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
低
未
利
用
地
の
有
効
活
用
に
つ
い

て問　
歳
入
確
保
に
つ
な
が
る
未
利
用
地

の
有
効
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
積
極
的
な
歳
入
確
保
へ
向
け
て
売

却
や
貸
し
付
け
を
進
め
る
と
と
も
に
、

秦
野
名
水
な
ど
の
観
光
資
源
や
特
産
品

を
活
用
し
土
地
の
持
つ
魅
力
を
認
識
し

な
が
ら
有
効
性
や
可
能
性
を
検
討
す
る
。

公　
明　
党 　
　
山
下　
博
己

一　
地
域
公
共
交
通
の
拡
充
に
つ
い
て

問　
高
齢
化
の
進
行
で
、
公
共
交
通
不

便
地
域
の
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
公
共

交
通
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
福
祉

部
局
を
交
え
て
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
今
後
、
地
域
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
実
情
や
市
民

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
教
育
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
で
上
小
学

校
へ
の
※
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
の
導
入

に
つ
い
て
の
話
を
し
た
。
イ
エ
ナ
プ
ラ

ン
の
理
念
に
は
賛
同
し
て
も
ら
え
た
か
。

答　
賛
同
し
て
い
る
。
２
年
８
月
に
教

育
長
が
長
野
県
佐
久
穂
町
に
あ
る
先
進

校
の
私
立
大
日
向
小
学
校
を
視
察
し
た
。

要
望　
秦
野
の
魅
力
で
あ
る
秦
野
名
水

な
ど
を
地
域
固
有
の
資
源
、
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
有
効
活
用
し
歳
入
確

保
・
歳
出
削
減
に
取
り
組
み
、
市
民
が

生
き
生
き
と
暮
ら
す
活
力
あ
る
ま
ち
秦

野
を
目
指
す
た
め
資
源
を
有
効
に
活
用

し
適
正
な
市
政
運
営
に
努
め
て
ほ
し
い
。

需
要
、
観
光
需
要
な
ど
に
即
し
た
持
続

可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

保
に
向
け
計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

問　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
を
導
入
し
交
通
網
の
拡
充
に
効
果

を
生
ん
だ
事
例
を
参
考
に
し
て
、
事
業

者
と
の
協
議
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
効
果
が
期
待
で
き

る
部
分
も
あ
る
。
先
進
事
例
を
注
視
し

な
が
ら
、
本
市
に
合
っ
た
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

二　
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
に
つ
い
て

問　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
が
大
量
に

廃
棄
さ
れ
て
い
る
問
題
に
対
し
、
食
品

ロ
ス
の
削
減
は
重
要
で
あ
る
。
削
減
へ

向
け
た
課
題
と
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、

創　
和　
会　
　
　

 

諸
星　
　
光

一　
県
道
７
０
８
号
の
渋
滞
解
消
に
向

け
た
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問　
篠
窪
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
伴
う
交

通
量
の
増
加
を
受
け
、
県
道
７
０
８
号

の
秦
野
区
間
や
、
周
辺
の
生
活
道
路
に

お
け
る
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
と
の
連
携
で
安
全
対
策
を
検
討

し
、
啓
発
看
板
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の

設
置
な
ど
に
順
次
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
今
後
も
広
域
的
な
視
点
で
道
路

網
や
土
地
利
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二　
農
畜
産
物
の
国
消
国
産
の
推
進
に

つ
い
て

問　
地
産
地
消
、
さ
ら
に
国
消
国
産
に

向
け
て
、
農
業
者
の
所
得
向
上
な
ど
に

つ
な
が
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
有
効
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
認
定
状
況
と

無
所
属
の
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に
つ

い
て

問　
保
育
の
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

子
ど
も
の
権
利
や
保
育
士
の
確
保
、
保

育
環
境
、
保
育
内
容
な
ど
、
詳
細
な
評

価
基
準
を
設
け
て
、
総
合
的
な
審
査
を

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
乳
幼
児
教
育
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
使
っ
て
、
保
育
の
質
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
必
要
性
や
在
り
方
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
70
年
前
の
国
基
準
の
保
育
に
固

問　
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
を
推
す
の
は
、

文
部
科
学
省
か
ら
既
に
※
一
条
校
と
し

て
認
め
ら
れ
た
実
績
が
あ
り
、
３
年
４

月
に
は
公
立
小
学
校
で
初
と
な
る
イ
エ

ナ
プ
ラ
ン
教
育
校
と
し
て
広
島
県
福
山

市
立
常
石
と
も
に
学
園
が
開
校
し
た
。

検
討
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
一
つ
の
学
校
を
特
化
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
市
内
の
小
・
中
学
校
22
校
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
の
構
築
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
上
小
学
校
に
小
規
模
特
認
校
制
度

を
導
入
し
た
理
由
は
何
か
。

答　
特
色
を
生
か
す
教
育
活
動
を
通
じ
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

意
見　
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
の
導
入
を

上
小
学
校
へ
提
案
す
る
理
由
は
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
特
色
を
「
も
っ
と
」
生
か

す
こ
と
。
「
22
色
の
色
を
持
た
せ
る
」

第１号として認定された
「農家レストラン秦野どぶろく家」

AIオンデマンド交通の導入を
（チョイソコとよあけ（愛知県豊明市）HPより）

誰一人取り残さない子育て支援を

　一般質問は、12月７日、８日、９日の３日
間行われ、17人の議員が登壇しました。
　一般質問は、２面から４面に掲載していま
す。（質問者の文責により、質問と答弁の要
旨を掲載）
　なお、各議員の記事にあるQＲコードを読
み込むと、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

一 般 質 問

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
理
念
を
う
た

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は

生
産
年
齢
人
口
の
増
加
。
移
住
に
は

「
目
玉
＝
原
動
力
」
が
必
要
で
、
そ
れ

は
教
育
移
住
で
あ
る
。
秦
野
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
け
る
将
来
推
計
に
よ
る
と
、

２
０
３
５
年
の
上
地
区
の
人
口
は
１
３

４
１
人
と
な
り
、
「
限
界
集
落
」
と
な

る
。
今
か
ら
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

設
置
促
進
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
に
１
件
を
認
定
し
た
ほ

か
複
数
件
の
相
談
が
あ
る
。
本
市
の
魅

力
あ
る
観
光
資
源
と
組
み
合
わ
せ
た
相

乗
効
果
で
設
置
促
進
を
図
り
た
い
。

要
望　
認
定
数
を
増
や
し
、
引
き
続
き

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

三　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
登
校
に
つ
い
て

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
不
登
校

の
児
童
・
生
徒
の
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
推
進
が
全

て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
育
ち
に
有

効
と
考
え
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
支
援
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
授
業
の
共

有
や
教
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
れ
る
ほ
か
、
令
和
４
年
６
月
か
ら

不
登
校
な
ど
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
教
材
を
活
用
し
た
本

市
独
自
の
学
習
支
援
を
開
始
し
た
。

執
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
自
治
体
が

ど
の
よ
う
に
成
果
を
上
げ
た
の
か
を
分

析
し
、
本
市
の
保
育
行
政
を
見
直
し
、

独
自
の
保
育
の
質
を
確
保
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。

二　
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

問　
滞
納
者
の
差
押
え
件
数
を
年
間
目

標
に
し
て
、
そ
の
件
数
を
職
場
内
で
競

い
合
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
競
い
合
う

目
標
が
違
う
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
想
定
さ
れ
る
年
間
の
処
理
件
数
か

ら
職
員
の
経
験
年
数
に
応
じ
て
配
分
し

て
い
る
も
の
で
、
競
い
合
う
た
め
の
も

の
で
は
な
い
。

問　
そ
の
結
果
は
、
職
員
の
人
事
評
価

や
給
与
な
ど
の
査
定
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
な
の
か
。

答　
数
値
目
標
は
年
間
の
処
理
目
安
に

過
ぎ
な
い
。

問　
目
標
設
定
は
相
手
に
寄
り
添
う
相

談
件
数
や
徴
収
率
に
し
て
、
差
押
え
件

数
を
目
標
に
す
る
こ
と
は
、
即
刻
、
止

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
実
施
で
き
る
か
。

答　
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
。

議長公務（1２月～２月）
議長の主な公務について
お知らせします。
より詳細な公務日程につ
いては、市議会ホームペ
ージでも公開しています。
○１２月
 19日 （月） 令和４年度秦野市自治会連合会忘年会
 28日 （水）  令和４年消防団歳末火災特別警戒激

励式
○１月
 ５日 （木） 令和５年秦野市新年賀詞交歓会
 ９日 （月） 令和５年秦野市はたちのつどい
 10日 （火）  秦野商工会議所令和５年新年賀詞交歓会
 14日 （土） 令和５年秦野市消防出初式
 17日 （火）  2023年度公益社団法人秦野青年会議

所新年賀詞交歓会（副議長代理出席）
 21日 （土） 令和４年度秦野市教育功労者等表彰式
   令和４年度はだのっ子アワード表彰式
 26日 （木）～27日（金）
   関東市議会議長会　第２回支部長会議
○２月
 １日 （水）  全国高速自動車道市議会協議会第49

回定期総会
 ５日 （日）  ふるさとお国じまん第13回秦野市県

人会フェア

庁
内
で
も
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

問　
こ
の
取
り
組
み
は
多
く
の
部
局
に

関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
明
確
な
理
念
の

も
と
、
総
合
的
、
計
画
的
に
進
め
る
た

め
の
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
を
策
定

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
先
行
自
治
体
の
効
果
や
実
効
性
を

研
究
し
、
次
期
ご
み
処
理
基
本
計
画
に

食
費
ロ
ス
削
減
計
画
を
位
置
付
け
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

小菅　基司 議長
こちらから
アクセス

財
源
確
保
に
向
け
た

本
市
資
源
の
有
効
活
用
を「

親
の
経
済
力
」で
は
な
く「
子
ど
も
の
個
性
」に

よ
っ
て
選
べ
る
も
う
一
つ
の
公
教
育
を
作
る 高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

交
通
の
足
の
確
保
を

安
心
・
安
全
で
豊
か
な

地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
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市
民
ク
ラ
ブ　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て

問　
本
市
の
公
民
館
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
稼
働
率
が
激
減
し
た
が
、
現
在
は
急

激
な
速
さ
で
戻
り
つ
つ
あ
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

公
民
館
で
の
交
流
の
機
会
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
が
、
本
市
の
公
民
館
設
置
の

目
的
は
何
か
。

答　
秦
野
市
立
公
民
館
条
例
で
は
設
置

目
的
を
﹁
文
化
、
学
術
等
の
教
養
を
高

め
る
事
業
を
行
い
、
全
て
の
市
民
に
豊

か
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
を
支
援
し
、

促
進
す
る
こ
と
﹂
と
定
め
て
い
る
。

問　
公
民
館
を
再
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
拠
点
と
す
る
た
め
に
、
今
後
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
く
の
か
。

答　
今
後
も
設
置
目
的
を
踏
ま
え
、
魅

力
あ
る
地
域
学
習
の
推
進
、
多
様
な
学

習
機
会
の
提
供
を
は
じ
め
、
市
民
の
生

涯
学
習
を
支
援
す
る
拠
点
、
そ
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て

役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
他

の
自
治
体
の
先
進
事
例
な
ど
を
調
査
・

市
民
ク
ラ
ブ　
　
野
々
山　
静
香

一　
学
校
教
育
の
取
組
と
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て

問　
学
校
の
在
り
方
や
学
び
で
は
、
多

様
性
を
重
視
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
学

校
教
育
で
の
取
組
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
心
情

や
考
え
方
の
理
解
に
努
め
、
状
況
に
応

じ
て
、
心
理
の
専
門
家
も
活
用
し
た
チ

ー
ム
支
援
体
制
と
な
る
よ
う
共
通
理
解

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
に
つ

い
て
は
、
人
権
意
識
の
向
上
が
重
要
と

考
え
る
た
め
、
多
様
性
を
認
め
合
う
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
の
実
現
に
向
け
、

研
修
な
ど
を
通
し
て
、
理
解
が
深
ま
る

無　
所　
属　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
環
境
都
市
施
策
に
つ
い
て

問　
令
和
２
年
度
か
ら
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
が
、

効
果
と
今
後
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
10
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
で
一
括
導

入
し
、
約
９
０
０
万
円
の
削
減
効
果
が

あ
っ
た
。
今
後
、
50
施
設
全
体
で
年
間

約
３
千
万
円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
地
権

者
か
ら
、
家
の
車
庫
、
門
扉
の
移
設
な

創　
和　
会　
　
　
原　
　
　
聡

一　
本
市
の
特
産
品
・
落
花
生
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て

問　
本
市
の
特
産
品
で
あ
る
落
花
生
の

﹁
秦
野
落
花
生
生
産
支
援
事
業
補
助

金
﹂
の
支
援
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
残ざ
ん
渣さ

処
理
代
を
含
む
10
㌃
あ
た
り

４
万
円
を
上
限
に
支
援
し
て
い
る
。

要
望　
生
産
者
の
意
欲
向
上
に
向
け
て

表
彰
制
度
を
創
設
し
て
ほ
し
い
。

二　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
に
お

け
る
農
業
の
役
割
に
つ
い
て

問　
地
産
地
消
を
軸
と
す
る
本
構
想
に

お
け
る
農
業
と
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
関

係
は
ど
う
か
。

答　
多
品
種
少
量
の
都
市
近
郊
型
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
と
し
て
堆
肥
化
の
推

無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
「
宗
教
に
関
す
る
教
育
」
と
「
支

配
」
に
つ
い
て

問　
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
︵
旧
統

一
教
会
︶
の
よ
う
な
宗
教
団
体
に
よ
る

被
害
を
予
防
す
る
た
め
の
教
育
に
つ
い

て
問
う
。
本
市
の
中
学
校
が
採
用
す
る

歴
史
の
教
科
書
︵
約
３
０
０
ペ
ー
ジ
︶

に
は
45
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
﹁
支
配
﹂

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
公
民
の
教
科
書

に
は
日
本
国
憲
法
を
学
ぶ
章
に
﹁
法
の

支
配
﹂
や
﹁
宗
教
を
信
仰
す
る
か
し
な

い
か
、
ど
の
宗
教
を
信
仰
す
る
か
を
自

分
で
決
め
る
信
仰
の
自
由
﹂
と
の
記
述

が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
い
う
意
味
で
の
﹁
宗
教
に
よ

る
支
配
﹂
が
持
つ
危
険
性
を
生
徒
に
考

え
さ
せ
る
発
問
は
で
き
な
い
か
。

答　
憲
法
第
20
条
や
教
育
基
本
法
第
15

条
の
規
定
か
ら
、
宗
教
行
為
の
持
つ
否

定
的
な
側
面
を
題
材
に
、
義
務
教
育
段

階
で
発
問
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
方
、

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
宗
教
に

関
す
る
内
容
も
含
め
た
課
題
や
困
難
に

対
応
す
る
力
、
例
え
ば
情
報
活
用
能
力

自
民
党
秦
野　
　
　
今
井　
　
実

一　
懇
話
会
に
つ
い
て

問　
市
長
の
重
要
な
公
約
で
あ
る
小
田

急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
に
つ

い
て
、
懇
話
会
設
置
に
向
け
た
進
ち
ょ

く
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
鶴
巻
温
泉
駅
周
辺
の
懇
話
会
は
令

和
４
年
11
月
に
第
１
回
目
を
開
催
し
、

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向

性
に
つ
い
て
膝
を
交
え
て
話
し
合
い
、

施
策
に
反
映
す
る
内
容
を
確
認
し
た
。

要
望　
年
齢
に
関
係
な
く
地
域
全
体
で

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
理
解
し
地
域
が
主

体
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
の

取
り
組
む
姿
勢
な
ど
を
し
っ
か
り
と
周

知
し
、
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

二　
ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た
取
組
に
つ
い

研
究
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
各

課
な
ど
と
も
課
題
を
共
有
し
﹁
み
ん
な

が
集
ま
り
、
み
ん
な
が
学
ぶ
、
み
ん
な

が
楽
し
む
公
民
館
﹂
の
役
割
や
体
制
づ

く
り
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
福
岡
市
立
公
民
館
は
、
大
学
や

企
業
、
病
院
な
ど
の
専
門
家
と
新
た
な

視
点
で
の
連
携
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
︶
を
育
て
る
こ

と
も
目
的
と
し
て
い
る
。
本
市
と
は
財

政
規
模
も
異
な
る
が
、
各
公
民
館
の
企

画
を
動
画
な
ど
で
共
有
し
幅
広
い
世
代

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
外
か
ら
見
え
る
多
様
性
を
学
ぶ
こ

と
は
、
内
面
的
な
部
分
に
も
影
響
を
与

え
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
両
面
を
捉
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
制
服

の
選
択
制
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
学
校
現
場
の
施
設
整
備
や
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
る
が
状
況
は
ど
う
か
。

答　
学
校
で
の
合
理
的
配
慮
と
し
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
機
器
な
ど
、
障
が
い
の

種
別
や
特
性
に
合
わ
せ
た
適
切
な
教
材

の
選
択
や
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。
校
内

の
整
備
で
は
、
中
学
校
給
食
に
伴
う
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
全
校
完
備
や
各
小
・
中

学
校
の
み
ん
な
の
ト
イ
レ
設
置
に
よ
る

ど
に
対
す
る
不
安
や
不
満
の
声
が
あ
る

が
、
そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
補
償
な
ど
へ
の
具
体
的
な
考
え
方

を
示
し
た
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

問　
市
民
か
ら
矢
坪
沢
整
備
事
業
に
関

わ
る
意
見
交
換
会
、
説
明
会
を
開
い
て

ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。
自
然
環
境
を

守
る
べ
き
な
ど
の
意
見
を
聞
く
場
を
設

け
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
権
利
者
に
対
し
て
説
明
会
を
予
定

す
る
ほ
か
、
市
政
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
や

メ
ー
ル
で
の
意
見
に
は
適
宜
回
答
す
る
。

二　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
食
堂
は
、
家
族
で
食
事
が

難
し
い
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
も
含
め
て
利
用
で
き
る
制

度
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
支
援
を
必
要
と
す
る
誰
も
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
居
場
所
と
し
て
、
地
域

に
根
付
く
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

三　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
い
じ
め
防
止
対
策
に
は
多
く
の
人

の
見
守
り
が
重
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
員
に
限
ら
ず
教
育
支
援
助
手
、

事
務
職
員
な
ど
総
勢
９
９
０
人
が
、
子

ど
も
と
の
関
わ
り
の
中
で
変
化
に
気
付

き
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

進
の
ほ
か
に
持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

の
パ
タ
ー
ン
を
確
保
し
て
い
く
。

問　
市
内
事
業
者
も
薪
ス
ト
ー
ブ
の
製

造
・
販
売
を
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て

調
査
・
研
究
は
し
て
い
る
の
か
。

答　
薪
は
木
質
未
利
用
材
の
中
で
販
路

拡
大
が
必
要
な
部
分
が
あ
り
研
究
す
る
。

要
望　
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
補
助
暖
房
に

薪
ス
ト
ー
ブ
を
併
設
し
、
薪
の
利
用
促

進
や
灰
の
利
活
用
を
研
究
し
て
ほ
し
い
。

三　
オ
ー
ト
バ
イ
利
用
者
か
ら
見
る
小

田
急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
い

て問　
１
２
５
㏄
以
上
の
二
輪
車
は
自
動

車
に
分
類
さ
れ
る
た
め
駐
輪
場
に
停
車

で
き
な
い
が
、
秦
野
・
渋
沢
駅
前
の
市

営
駐
車
場
で
駐
車
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

や
問
題
発
見
・
解
決
能
力
が
重
要
と
さ

れ
て
お
り
、
学
校
教
育
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
育
成
す
る
取
り
組
み
を
し
た
い
。

問　
地
動
説
を
説
い
た
ガ
リ
レ
オ
・
ガ

リ
レ
イ
の
例
で
も
、
宗
教
は
﹁
信
じ

よ
﹂
と
教
え
、
学
問
は
﹁
疑
問
を
持

て
﹂
と
教
え
て
い
る
。
宗
教
を
疑
問
の

対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
か
。

答　
本
市
に
旧
統
一
教
会
問
題
の
事
例

報
告
は
な
い
が
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
い
う
か
、
保
護
者
の
考
え
方
で

子
ど
も
た
ち
が
悩
む
ケ
ー
ス
は
あ
り
、

問
題
解
決
能
力
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

て問　
ジ
ビ
エ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
た
め
、
※
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
や

国
産
ジ
ビ
エ
の
認
証
制
度
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
内
で
捕
獲
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
を
、
他
市
な
ど
か
ら
搬
入
さ

れ
た
も
の
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
内
に
処
理
加
工
施
設

が
設
置
さ
れ
た
場
合
に
は
、
国
産
認
証

制
度
へ
の
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

要
望　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
よ

り
お
い
し
い
も
の
を
開
発
す
る
た
め
の

勉
強
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

三　
弘
法
の
里
湯
の
運
営
に
つ
い
て

問　
弘
法
の
里
湯
の
施
設
拡
充
な
ど
の

答　
二
輪
車
は
機
械
が
検
知
で
き
ず
、

現
在
は
四
輪
車
の
み
駐
車
で
き
る
。

要
望　
４
駅
周
辺
に
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク

式
の
駐
車
場
な
ど
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
あ
る
。
ま
た
、
制

服
の
在
り
方
も
見
直
し
が
進
み
、
男
女

兼
用
の
ブ
レ
ザ
ー
や
女
子
で
も
ス
ラ
ッ

ク
ス
を
選
べ
る
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、

多
様
性
を
認
め
る
学
校
が
増
え
て
い
る
。

要
望　
多
様
性
に
配
慮
し
た
学
校
づ
く

り
と
、
児
童
・
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

幅
広
い
世
代
が
集
ま
る「
公
民
館
」へ

多
様
性
に
配
慮
し
た
学
校
づ
く
り
と

児
童
・
生
徒
の
支
援
に
努
め
よ

「
宗
教
に
よ
る
支
配
」
を

教
え
ら
れ
な
い
か

懇
話
会
の
市
民
周
知
の
徹
底
を

庁
舎
な
ど
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し

電
気
代
削
減
を
図
れ

4
駅
周
辺
に
バ
イ
ク
の
駐
車
場
を

整
備
せ
よ

検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ま
ず
は
地
元
商
業
者
と
一
体
と
な

り
、
来
訪
者
を
鶴
巻
地
区
全
体
で
受
け

入
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
く
。 教育現場で問題意識のきっかけづくりをにぎわい創造検討懇話会の様子

※トレーサビリティー…生産から加工・流通・販売・廃棄までの過程を明確に記録することによって、商品からさかのぼって履歴情報を確認できるようにすること。用語解説

多くの人でにぎわった公民館まつり

四輪自動車専用の市営片町駐車場

『マチイロ』で
議会だよりが読めます
スマートフォンやタブレ
ット端末で手軽に読める
アプリ「マチイロ」で議
会だよりを配信していま
す。ぜひご利用ください。
※ 通信費は利用
者負担となり
ます。
ダウンロードは
こちらから ▼

座間市立中学校で導入される
ジェンダーレス制服（座間市ＨＰより）

庁舎などのＬＥＤ化は
早期に検討し実施を
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ロケツーリズムによる魅力発信を

東海大学と連携した子育て支援を 魅力づくりの土台となる環境の整備を

健康保険証との一体化が進められ
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用語解説

公
　
明
　
党 

　
横
山
　
む
ら
さ
き

一
　
が
ん
対
策
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
進
行
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
は
国
民
の

２
人
に
１
人
が
か
か
る
と
言
わ
れ
、
現

代
の
が
ん
社
会
に
お
け
る
※
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
、
が
ん
教
育

は
重
要
で
あ
る
。
い
の
ち
の
授
業
と
し

て
小
・
中
学
校
に
お
け
る
外
部
講
師
の

導
入
の
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、
治
療

し
な
が
ら
働
く
時
代
で
あ
り
、
闘
病
中

の
患
者
の
生
き
る
力
と
な
る
※
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
に
対
す
る
助
成
は
ど
う
か
。

答　
現
在
は
教
員
に
よ
る
授
業
展
開
だ

自
民
・
新
政
　
　
　
風
間
　
正
子

一
　
ヤ
ビ
ツ
峠
・
蓑
毛
周
辺
の
魅
力
づ

く
り
に
つ
い
て

問　
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
休
憩
所
や
来
訪

者
の
ト
イ
レ
な
ど
課
題
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
が
、
ヤ
ビ
ツ
峠
・
蓑
毛
周
辺
の

計
画
策
定
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
に
工

夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
調
査
結
果
か
ら
担
い
手
の
後
継
者

不
足
や
環
境
整
備
な
ど
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
事
業
関
係
者
や
地

域
関
係
者
な
ど
の
人
材
を
巻
き
込
む
こ

と
で
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
し
て
い
き

た
い
。

二
　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
妊
娠
届
出
時
か
ら
始
ま
り
、
妊
婦

健
康
診
査
な
ど
の
母
子
保
健
事
業
サ
ー

ビ
ス
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
産
後
ケ
ア

事
業
な
ど
妊
産
婦
と
家
族
に
寄
り
添
っ

た
支
援
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
出
産
・
子
育
て
は
、
身
近
で
寄

り
添
っ
て
く
れ
た
り
、
応
援
し
て
く
れ

た
り
す
る
存
在
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

市
の
産
前
・
産
後
の
支
援
や
子
育
て
サ

ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
、

育
て
て
い
く
意
識
を
醸
成
し
て
ほ
し
い
。

三
　
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て

要
望　
地
域
課
題
の
掘
り
起
こ
し
や
人

材
の
確
保
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
大
変
重
要
で
あ
る
た
め
、
市
と

社
会
福
祉
協
議
会
が
両
輪
と
な
っ
て
進

め
て
ほ
し
い
。

が
、
医
療
現
場
を
よ
く
知
る
外
部
講
師

の
導
入
を
含
め
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
で
は
ウ
ィ
ッ
グ
購

入
費
な
ど
を
助
成
す
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
相
談
を
受
け
た
際
は
情
報
提
供
な

ど
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る
。

二
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

問　
国
は
２
０
２
４
年
の
秋
に
健
康
保

険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
完
全

一
体
化
す
る
方
針
だ
が
、
本
市
に
お
け

自
民
党
秦
野
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
秦
野
駅
南
部
（
今
泉
）
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

問　
既
存
住
宅
が
多
い
Ｃ
地
区
は
事
業

区
域
か
ら
除
外
し
、
現
道
拡
幅
に
基
づ

い
た
整
備
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
都
市
計
画
の
変
更
に
対
す
る
関

係
機
関
と
の
調
整
状
況
や
、
権
利
者
へ

の
対
応
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
事
業
区
域
か
ら
除
外
で
き
る
よ
う
、

庁
内
で
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。

方
針
が
定
ま
っ
た
段
階
で
権
利
者
向
け

の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
い
る
。

要
望　
Ｃ
地
区
は
土
地
区
画
整
理
事
業

公
　
明
　
党
　
　
　
中
村
　
英
仁

一
　
観
光
客
の
増
加
に
向
け
た
施
策
に

つ
い
て

問　
表
丹
沢
魅
力
づ
く
り
構
想
を
策
定

し
、
山
・
自
然
を
生
か
し
た
観
光
施
策

を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市
を
舞
台
と
し

た
ロ
ケ
地
を
活
用
す
る
「
ロ
ケ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
か
。

答　
観
光
客
の
増
加
や
市
内
経
済
の
活

性
化
、
住
民
の
誇
り
や
愛
着
が
湧
く
な

ど
、
効
果
が
あ
る
観
光
振
興
施
策
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
る
。
新
東
名
高
速
道

路
の
開
通
を
好
機
と
捉
え
、
撮
影
地
を

の
区
域
指
定
か
ら
50
年
が
経
過
し
て
お

り
、
早
急
に
手
だ
て
を
示
し
て
ほ
し
い
。

二
　
震
生
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
①
安
全
に
歩
け
る
散
策
道
の
整
備

状
況
は
、
②
周
辺
の
市
道
平
沢
５
号
線

・
今
泉
７
号
線
の
整
備
と
市
道
75
号
線

の
道
路
改
良
の
状
況
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
湖
を
周
回
で
き
る
状
況
だ
が
損

傷
し
た
転
落
防
止
柵
な
ど
が
あ
り
、
順

次
更
新
し
て
い
く
。
②
他
に
優
先
す
べ

き
事
業
が
あ
る
た
め
、
現
在
事
業
化
は

困
難
だ
が
、
周
辺
の
環
境
変
化
な
ど
に

注
視
し
て
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
　
小
・
中
学
校
の
校
庭
整
備
に
つ
い

て問　
各
校
の
整
備
状
況
と
事
業
費
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
南
小
学
校
は
改
修
効

果
が
低
い
と
感
じ
る
が
見
解
は
ど
う
か
。

答　
令
和
２
年
度
か
ら
順
次
、
南
小
学

校
、
東
小
学
校
、
広
畑
小
学
校
の
改
修

を
行
い
、
事
業
費
は
約
７
５
３
０
万
円

で
あ
る
。
南
小
学
校
は
解
消
で
き
る
高

低
差
に
限
界
が
あ
り
、
効
果
が
低
い
と

分
析
し
て
い
る
。

活
用
し
た
誘
客
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

観
光
協
会
と
連
携
し
、
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

要
望　
秦
野
を
よ
り
輝
か
せ
る
た
め
、

表
丹
沢
魅
力
づ
く
り
構
想
に
加
え
、
ロ

ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
導
入
・
実
施
し
、
本

市
の
良
さ
を
全
国
に
発
信
し
て
ほ
し
い
。

二
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
教
育
に
つ
い
て

問　
人
種
、
性
別
、
文
化
な
ど
の
違
い

を
受
け
入
れ
、
多
様
性
を
認
め
合
う
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
教
育
が
必
要
な
上
で
、

ま
ず
は
、
教
職
員
の
統
一
し
た
研
修
が

重
要
だ
が
、
そ
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
多
様
性
に
つ
い
て
教
職
員
へ
の
共

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
対
策
に
つ
い

て問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
で
、
医
療
現
場

が
窮
迫
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
ど
う
か
。

答　
令
和
４
年
12
月
４
日
時
点
の
接
種

率
は
４
回
目
約
46
％
、
５
回
目
約
10
％

で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
接
種
が
可
能
で

あ
る
た
め
、
広
報
な
ど
で
呼
び
掛
け
、

安
全
な
接
種
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

二
　
命
と
未
来
に
つ
い
て

問　
①
80
歳
代
の
親
が
、
自
宅
に
引
き

こ
も
る
50
歳
代
の
子
ど
も
の
生
活
を
支

え
る
８
０
５
０
問
題
に
対
す
る
支
援
は
、

②
東
海
大
学
の
こ
ど
も
園
構
想
は
経
営

面
で
厳
し
い
こ
と
も
あ
る
が
、
問
題
を

先
送
り
せ
ず
、
明
確
な
連
携
の
方
向
性

を
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
①
時
間
を
か
け
て
寄
り
添
う
た
め
、

福
祉
相
談
室
な
ど
へ
参
加
を
促
し
、
地

域
や
社
会
に
出
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
継
続
し
た
切
れ
目
な
い
支
援
に
努
め

通
理
解
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

研
修
会
の
拡
充
は
も
と
よ
り
、
学
校
評

価
に
つ
い
て
共
通
の
評
価
項
目
の
設
定

を
進
め
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

要
望　
子
ど
も
た
ち
が
平
等
に
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
教
育
を
受
け
、
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
ず
、
自
分
ら
し
く
輝
く
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
教
職
員
は
、
全
体
を
捉
え
た
上

で
、
学
校
教
育
を
進
め
て
ほ
し
い
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は

２
面
・
３
面
に
も
掲
載

（

）

地
域
の
喫
緊
な
課
題

早
急
に
解
決
を

地
域
と
共
に
あ
る

観
光・子
育
て・共
生
社
会
の
推
進
を

市
民
に
寄
り
添
う

行
政
の
支
援
を

子
ど
も
た
ち
が
心
安
ら
ぐ

教
育
環
境
の
整
備
を

人
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援
を

あ
り
の
ま
ま
に
輝
く

多
様
な
社
会
の
構
築
を

て
い
く
。
②
市
と
大
学
双
方
に
効
果
的

な
連
携
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
中
長
期

的
な
視
点
で
具
体
策
を
検
討
し
て
い
く
。

三
　
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

問　
駅
周
辺
に
空
き
店
舗
や
空
き
家
が

増
え
て
い
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答　
空
き
店
舗
を
活
用
す
る
場
合
、
末

永
く
地
域
に
根
差
し
た
店
舗
と
な
る
よ

う
建
物
の
改
装
費
や
賃
借
料
な
ど
を
支

援
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家
は
活
用

促
進
に
係
る
補
助
金
で
支
援
し
て
い
る
。

る
交
付
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
市

独
自
の
カ
ー
ド
利
用
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
現
在
65
％
を
超
え
る
申
請
率
と
な

り
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
「
出

張
申
請
お
た
す
け
隊
」
な
ど
で
申
請
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
図
書
館

カ
ー
ド
や
避
難
所
の
受
付
で
の
利
用
も

検
討
し
て
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
。

三
　
絵
本
文
化
の
推
進
に
つ
い
て

要
望　
絵
本
で
の
愛
着
形
成
の
重
要
性

や
ス
マ
ホ
子
育
て
の
警
告
な
ど
を
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
載
せ
て
ほ
し
い
。

創
　
和
　
会
　
　
　 

谷
　
　
和
雄

一
　
教
育
環
境
に
つ
い
て

問　
法
改
正
を
受
け
小
学
校
で
一
ク
ラ

ス
が
40
人
か
ら
35
人
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
が
、
学
校
間
の
差
は
ど
う
か
。
ま
た
、

建
設
か
ら
年
数
が
経
過
し
た
校
舎
の
、

建
て
替
え
な
ど
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
児
童
数
は
お
お
む
ね
一
ク
ラ
ス
30

人
程
度
の
状
況
で
、
差
は
10
人
程
度
で

あ
る
。
ま
た
、
建
て
替
え
時
期
な
ど
、

早
め
に
方
向
性
を
示
せ
る
よ
う
努
め
る
。

要
望　
建
て
替
え
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
、
国
の
財
源
も
活
用
し
て

校
舎
の
木
質
化
を
検
討
し
、
児
童
の
心

安
ら
ぐ
教
育
環
境
の
整
備
を
要
望
す
る
。

二
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
地
方

創
生
に
つ
い
て

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
電
子
商
品
券
事
業
が

始
ま
り
、
人
と
人
の
関
係
性
ま
で
切
り

捨
て
ら
れ
な
い
か
懸
念
す
る
が
ど
う
か
。

答　
電
子
商
品
券
を
扱
う
際
、
客
と
店

の
決
済
の
や
り
取
り
が
会
話
の
糸
口
に

な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
む
し
ろ
新

た
な
温
か
い
絆
に
な
る
と
考
え
る
。

要
望　
単
に
合
理
性
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
、
ア
ナ
ロ
グ
の
心
を
持
っ
た
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
努
め
て
ほ
し
い
。

三
　
森
林
を
守
り
育
て
る
取
組
に
つ
い

て問　
国
か
ら
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

答　
ナ
ラ
枯
れ
対
策
な
ど
に
活
用
し
て

き
た
が
、
法
改
正
で
税
の
配
分
方
法
が

見
直
さ
れ
た
場
合
、
本
市
で
は
減
額
に

な
る
と
試
算
す
る
。

要
望　
減
額
に
な
れ
ば
、
県
の
水
源
環

境
保
全
税
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る
こ
と

か
ら
県
税
の
存
続
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
。
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令
４
陳
情
第
８
号　
医
療
・
介
護
・
保

育
・
福
祉
な
ど
の
職
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

①
医
療
・
介
護
・
保
育
・
福
祉
な
ど

の
現
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
を
対
象

と
し
た
賃
上
げ
補
助
を
、
全
額
国
庫
負

担
で
事
業
者
や
施
設
に
対
す
る
支
援
と

し
て
行
う
こ
と
、
②
介
護
・
保
育
・
福

祉
な
ど
の
現
場
で
働
く
労
働
者
の
所
定

内
賃
金
を
全
産
業
平
均
の
水
準
に
な
る

よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、
③
医
療
の

現
場
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
に
つ
い
て

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
以
上
の
水
準
に
な
る
よ

う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
医
療
現
場
で
働

く
労
働
者
ご
と
に
職
責
は
異
な
る
た
め
、

令
４
陳
情
第
６
号　
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
実
現
の
た
め
、
人
員
増
と
処

遇
改
善
を
求
め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

①
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
な
ど

の
配
置
基
準
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
大

幅
に
増
員
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ケ
ア
労

働
者
の
賃
上
げ
を
支
援
す
る
こ
と
、
②

医
療
や
介
護
現
場
に
お
け
る
夜
勤
交
代

制
労
働
に
関
わ
る
労
働
環
境
を
抜
本
的

に
改
善
す
る
こ
と
、
③
新
た
な
感
染
症

や
災
害
対
策
に
備
え
る
た
め
、
公
立
・

公
的
病
院
を
拡
充
・
強
化
し
、
保
健
所

の
増
設
な
ど
公
衆
衛
生
体
制
を
拡
充
す

る
こ
と
、
④
患
者
・
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
に
意
見

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
労
働
環
境
の
改

善
に
当
た
り
、
人
員
配
置
基
準
の
見
直

し
も
効
果
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
人
材
の
確
保
が

難
し
い
現
状
に
あ
る
。
し
か
し
、
医
療

や
介
護
の
現
場
を
担
う
職
員
の
負
担
軽

減
に
は
、
労
働
時
間
の
上
限
規
制
な
ど

の
環
境
改
善
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

議
会
と
し
て
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
趣
旨
了
承
と
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

令
４
陳
情
第
７
号　
介
護
保
険
制
度
の

改
善
を
求
め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

①
利
用
料
の
引
き
上
げ
、
要
介
護
１

と
２
の
生
活
援
助
な
ど
の
保
険
外
し
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
、
貸
与
の
福
祉

用
具
を
購
入
に
変
更
す
る
な
ど
の
見
直

し
を
行
わ
な
い
こ
と
、
②
全
額
公
費
に

よ
り
、
全
て
の
介
護
従
事
者
の
給
与
を

全
産
業
平
均
水
準
ま
で
早
急
に
引
き
上

げ
る
こ
と
。
一
人
夜
勤
の
解
消
、
人
員

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
、

③
利
用
者
が
安
心
し
て
介
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
介
護
事
業
所
・
従
事
者

が
不
安
な
く
介
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

強
化
す
る
こ
と
、
④
介
護
保
険
料
、
利

令
４
陳
情
第
11
号　
私
立
認
可
保
育
所

及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
士
・
保
育

教
諭
配
置
数
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

認
可
さ
れ
た
全
て
の
民
間
保
育
所
と

こ
ど
も
園
の
１
歳
児
保
育
担
当
保
育
士

と
保
育
教
諭
を
公
立
園
と
同
様
に
配
置

で
き
る
よ
う
、
市
の
補
助
基
準
を
見
直

し
、
市
内
の
園
に
通
う
全
て
の
園
児
を

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
等
し
く
良
い
処

遇
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
保
育
園
へ
の
入

園
が
１
歳
児
に
お
い
て
集
中
す
る
要
因

と
し
て
、
多
く
の
保
護
者
が
育
児
休
業

か
ら
仕
事
に
復
帰
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と

重
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
保

育
の
安
全
性
に
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

昨
今
の
園
児
の
死
亡
事
故
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
、
安
全
性
の
確
保
の
観
点
か
ら

人
員
配
置
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
」
と

の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
本
市
全
体
の
保
育
の
質
向
上
が
課
題

で
あ
る
。
保
育
の
安
全
性
確
保
の
た
め

に
、
市
の
補
助
基
準
を
見
直
す
こ
と
は

必
要
だ
が
、
そ
の
方
法
は
十
分
検
討
す

べ
き
こ
と
を
要
望
し
て
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

令
４
陳
情
第
９
号　
国
に
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

令
４
陳
情
第
10
号　
神
奈
川
県
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

公
私
の
学
費
格
差
を
さ
ら
に
改
善
し
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
権
利
を
保

障
す
る
た
め
、
私
学
助
成
の
一
層
の
拡

充
を
図
る
よ
う
国
と
県
に
意
見
書
を
提

出
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
公

私
の
区
別
は
な
く
、
ど
の
子
ど
も
に
お

い
て
も
大
切
な
未
来
を
担
う
存
在
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
８
号　
国
に
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て▼
要
　
旨

　

公
私
の
学
費
格
差
を
さ
ら
に
改
善
し
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
保

障
す
る
た
め
、
私
学
助
成
の
一
層
の
拡

充
を
図
る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

議
提
議
案
第
９
号　
神
奈
川
県
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

私
学
助
成
制
度
を
改
善
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
教
育
の
機
会

均
等
を
図
る
た
め
、
私
学
助
成
の
一
層

の
拡
充
に
努
め
る
よ
う
、
県
に
意
見
書

を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

議 会 の 動 向
○11月
 16日(水） ・代表者会議　・議員連絡会　
  ・総務常任委員会　・文教福祉常任委員会
  ・環境都市常任委員会
 18日(金） ・議案送付
 21日(月） ・議会運営委員会
 25日(金） ・市議会第４回定例月会議開会 【傍聴者数１人】
 29日(火） ・本会議（議案審議）　・代表者会議
  ・議会運営委員会　　　・正副委員長会議
○12月
 １日(木） ・総務常任委員会 【傍聴者数４人】
  ・予算決算常任委員会（総務分科会）
 ２日(金） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数５人】
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 ５日(月） ・環境都市常任委員会
  ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
 ７日(水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数21人】
 ８日(木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数13人】
 ９日(金） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数18人】
  ・追加議案送付
 14日(水） ・議会運営委員会　・予算決算常任委員会
  ・市議会第４回定例月会議閉会 【傍聴者数12人】
  ・代表者会議　　　・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会
 20日(火） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第４回定例会
○１月
 ５日(木） ・代表者会議
 13日(金） ・代表者会議　・政治倫理審査会
 16日(月） ・議員連絡会　　　　　・議会全員協議会
  ・総務常任委員会　　　・文教福祉常任委員会
  ・環境都市常任委員会　・議会運営委員会
 24日(火） ・政治倫理審査会
 25日(水） ・議会運営委員会　・市議会第１回臨時会議
  ・代表者会議
○２月
 ２日(木） ・議会報編集委員会　・代表者会議
 ９日(木） ・政治倫理審査会

用
料
、
食
費
・
居
住
費
な
ど
の
負
担
軽

減
、
介
護
報
酬
の
改
善
な
ど
、
介
護
保

険
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ

と
。
介
護
保
険
財
政
に
お
け
る
国
庫
負

担
の
割
合
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
増
え
続
け
る
高

齢
者
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
選
択
と
集
中
と
い
う
視

点
で
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
介
護
給

付
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
介
護
予
防
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
現
状
を
踏
ま

え
る
と
、
さ
ら
な
る
国
庫
負
担
の
増
加

は
困
難
で
あ
る
。
一
方
で
、
介
護
従
事

者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
寄
り
添
う

べ
き
で
も
あ
り
、
趣
旨
了
承
と
す
べ
き

で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
以
上
の
水
準
ま
で
一
律

に
賃
金
を
上
げ
る
こ
と
は
現
実
的
で
は

な
い
。
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
担
う
看
護
師
や
保
育

士
な
ど
の
賃
金
改
善
に
つ
い
て
は
、
国

の
処
遇
改
善
施
策
が
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
必
要
性
は
理
解
で
き
、
趣

旨
了
承
と
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意

見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

・

陳
情

意
見
書

　令和５年１月25日（水）に伊勢
原市民文化会館において、県内の
県央地区８市で構成する県央八市
議会議長連絡協議会の議員合同研
修会が開催されました。
　当日は、タレントの萩本欽一氏
が「欽ちゃん80歳の挑戦」をテー
マに講演しました。

生
徒
・
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

私
学
助
成
の
拡
充
を

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
人
員
確
保
と

公
衆
衛
生
体
制
の
拡
充
を

利
用
者
が
安
心
し
て
介
護
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

医
療
・
介
護
・
保
育
・
福
祉
な
ど
の

現
場
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
改
善
を

保
育
の
安
全
性
を
高
め
る
保
育
士
な
ど
の

職
員
配
置
基
準
の
見
直
し
を

県央の８市議会で
合同研修会を開催
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議
案
第
45
号　
秦
野
市
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
開
示

請
求
に
係
る
手
数
料
の
額
、
そ
の
他
の

個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
と
利
用
停
止

に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
情
報

の
開
示
請
求
を
受
理
し
て
か
ら
、
開
示

の
可
否
を
決
定
す
る
ま
で
の
期
間
を
30

日
以
内
に
延
長
す
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ

議
提
議
案
第
７
号　
秦
野
市
議
会
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て 

▼
要　
旨

　

議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正
な

取
り
扱
い
の
確
保
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
議
会
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
を
求
め
る

個
人
の
権
利
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営

議
案
第
55
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

本
市
と
伊
勢
原
市
に
よ
る
消
防
指
令

業
務
を
共
同
運
用
す
る
た
め
、
消
防
本

部
の
既
存
車
庫
を
解
体
し
た
跡
地
に
、

車
庫
と
指
令
セ
ン
タ
ー
を
増
築
す
る
工

事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
今
回
の
伊
勢
原
市
と
の
共
同
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
は
、
物
価

高
騰
の
影
響
に
よ
り
調
達
が
不
安
定
な

資
材
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
応
札
し
な

ス
や
職
員
の
事
務
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　
令
和
３
年
度
の
実
績
で
は
平
均
８

日
間
で
決
定
し
て
い
る
が
、
改
正
後
も

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
引
き

続
き
速
や
か
な
決
定
に
努
め
る
。
ま
た
、

職
員
の
円
滑
な
事
務
の
進
行
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
説
明
会
を
通
し
て
、
新
た

な
ル
ー
ル
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

条
例
案
の
上
程
ま
で
に
市
民
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

開
示
請
求
後
の
早
期
決
定
に
努
め
る

こ
と
、
市
民
へ
の
啓
発
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
な
ど
を
要
望
し
て
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

を
図
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

今
定
例
月
会
議
で
の
可
決
は
時
期
尚

早
で
あ
り
、
議
論
の
場
と
時
間
が
必
要

と
考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

い
と
判
断
し
た
事
業
者
が
あ
り
、
２
度

に
わ
た
り
入
札
が
不
調
と
な
っ
た
。
完

成
時
期
の
遅
れ
を
懸
念
す
る
が
当
初
計

画
し
て
い
た
工
期
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　
当
初
の
工
期
か
ら
約
２
カ
月
の
遅

れ
が
生
じ
た
が
、
事
業
の
実
施
に
当
た

っ
て
の
影
響
は
な
い
。
ま
た
、
令
和
５

年
度
は
、
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
併
せ
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
導
入
に
先
立
ち
、
シ
ス
テ
ム
の
設

計
や
メ
ー
カ
ー
選
定
な
ど
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

問　
本
工
事
は
、
契
約
か
ら
５
年
11
月

８
日
ま
で
の
約
１
年
間
が
工
期
と
な
り
、

工
事
期
間
中
は
、
施
設
の
中
で
使
用
で

き
な
い
箇
所
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
間
に
お
け
る
出
動
体
制
へ
の
影
響

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
工
期
中
、
敷
地
内
の
余
剰
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
加
え
、
車
両
の

使
用
頻
度
な
ど
を
考
慮
し
、
一
部
の
車

両
を
他
の
分
署
へ
移
動
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
く
。
工
期
中
に
消
防
力
が
低

下
し
な
い
よ
う
、
常
に
最
適
な
体
制
を

整
え
て
い
く
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議
案
第
54
号　
秦
野
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

消
防
団
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
り
、
消
防
団
員
の
入
団
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
継
続
的
な
活
動
の

維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
費
用
弁
償
と
し
て
支
給
し
て
い

た
出
動
手
当
を
出
動
報
酬
に
変
更
し
、

そ
の
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
改
正
す

る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
団
員
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
し
、

労
働
に
対
す
る
謝
礼
と
い
う
意
味
で
、

出
動
報
酬
を
創
設
し
た
こ
と
に
は
意
義

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
回
の
改
正
に

お
い
て
期
待
さ
れ
る
効
果
に
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い
て
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
近
年
、
災
害
の
激
甚
化
な
ど
に
よ

り
、
団
員
一
人
一
人
の
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
改
正
に
よ
る
支
給
額
の

増
額
な
ど
も
含
め
、
地
域
に
お
け
る
消

防
団
の
存
在
意
義
や
役
割
、
や
り
が
い

な
ど
が
積
極
的
に
地
域
住
民
に
伝
わ
る

と
考
え
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

共同消防指令センター完成イメージ

訓練を行う消防団員

議
案
審
議

議案第 59 号　令和４年度秦野市一般会計補正予算
（第５号）を定めることについて▲

要　旨
　障害福祉施設等支援事業費などの７事業に、歳入歳
出それぞれ１億 9,888 万 3,000 円を追加するもの。▲

補正予算の概要

議案第 66 号　令和４年度秦野市
一般会計補正予算（第７号）を定
めることについて▲

要　旨
　出産・子育て応援交付金事業費
に、歳入歳出それぞれ１億 171 万
9,000 円を追加するもの。▲

補正予算の概要

議案第 60 号　令和４年度秦野市一般会計
補正予算（第６号）を定めることについて▲

要　旨
　休日夜間急患診療所運営費補助金など 39
事業に、歳入歳出それぞれ４億 2,870 万
1,000 円を追加するとともに、継続費の変
更、債務負担行為の追加、地方債の変更を
するもの。▲

補正予算の概要

▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成全員）

▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成全員）

▲

付託委員会
　予算決算常任委員会▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

省エネ性能の高い家電製品への
買い換え経費の一部を補助 出産・子育て応援交付金を支給休日夜間急患診療所と

薬剤師の体制確保を支援

本市独自の支援策　１億 9,888 万 3,000 円

日々の暮らしを守る施策　１億 8,643 万 8,000 円

①　障害福祉施設等支援事業費ほか４事業
　エネルギー価格などの物価高騰の影響を受けている
事業者など（障害福祉施設、高齢介護施設、民間保育
所、施設園芸などの農業者と畜産農家）の負担軽減を
図るため、物価高騰分に対して支援
②　省エネ家電製品買換え促進事業費
　家庭でのエネルギー費用の負担軽減を図るため、省
エネ性能の高い家電製品への買い換えに要する経費の
一部を補助

地域経済を守る施策　1,244 万 5,000 円

公共交通推進事業費
　地域公共交通を維持するため、バスやタクシー事業
者に対し、燃料価格の高騰による影響分などを支援

本市独自の支援策　1,169 万円

①　休日夜間急患診療所運営費補助金
　　876 万円
　休日夜間急患診療所に対して、発熱外
来の体制整備に要した経費を支援
②　感染症対策事業費　293 万円
　自宅療養者の経過観察を行う地域療養
の神奈川モデル「コロナサポート秦野伊
勢原」における薬剤師の体制確保を支援

国の総合経済対策
１億 171万 9,000 円

事業概要
妊娠期から出産・子育てまで一貫
して妊婦やその家庭に寄り添い、
面談などを実施し、必要な支援に
つなぐ「伴走型の相談支援の充
実」を図るとともに、経済的支援
を一体的に実施して、全ての妊婦
・子育て家庭が安心して出産・子
育てができることを目的とした事
業で、妊娠届出および出産届出を
行った妊婦などに対し「出産・子
育て応援交付金」（計 10 万円）を
支給

議
案
審
議
は

１
面・７
面
に
も
掲
載

（

）

新型感染症や物価高騰などに対応するための補正予算を可決

個
人
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報
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に
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づ
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定

審
議

議
案

市
議
会
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個
人
情
報
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護
条
例
を
制
定

審
議

議
案

消
防
団
員
に
対
す
る
支
給
を

「
手
当
」か
ら「
報
酬
」へ
変
更

審
議

議
案

共
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防
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令
セ
ン
タ
ー
の

工
事
請
負
契
約
を
締
結

審
議

議
案

議
審

案
議



第９回議会報告会を開催

各団体と意見交換を実施

　令和４年１月から通年会期制に移行したことにより、第９回目の議会報告会は、市長に
対して積極的な政策の提案を目的とした活動状況の報告に加え、各常任委員会の所管事項
に関係する団体を招き、団体との意見交換を実施しました。
　文教福祉常任委員会では、議員が「ぽけっと 21 すえひろ」を訪れ、子育て世代の市民
の声を直接聴き、総務常任委員会と環境都市常任委員会では、ワークショップ形式により
開催し、さまざまな意見をいただきました。
　いただいた意見は、今年度中に議会から市長に対して行う政策提言につ
なげられるよう、協議・検討してまいります。

文教福祉常任委員会

交通事業者、地元店舗、商店会
環境都市常任委員会

「女性と若者目線でこれからの防災を考える～各世代の災害に対する意識の
高揚～」をテーマに意見交換

　団体からは、「災害に対する自助の力には強化・向上が必要」、「防災対策には、
女性や若年層の意見が必要」などの意見がありました。

防災アドバイザー、 ※学生団体Ｅ4
総務常任委員会

ぽけっと 21 すえひろ利用者（子育て世代）

「エイジフレンドリーシティ」をテーマに意見交換

　利用者からは、「高齢者世代と接する機会が無く、子どもなどを通じた体験活動
が充実してほしい」、「高齢者などによる通学路の見守り活動には感謝している」
などの意見がありました。

「切れ目ない交通サービスの充実を通じたこれからの地域経済の活性化を考
える」をテーマに意見交換

　団体からは、「サービス・ＰＲの連携や一元化が必要である」、「周遊を目的とし
た事業展開を増やすべき」などの意見がありました。

はだの議会だより〘7〙令和 5年（2023 年）2月12日（日）  第 247号

　今後は、ハラスメントを防止する議員研修会を開催
し、議会と市長部局とで定期的にお互いの状況を確認
していきます。
　詳しくは、秦野市議会ホームページをご覧ください。

※学生団体Ｅ４… 公益社団法人秦野青年会議所が開催した「秦野高校生議会2018」の参加者有志が中心となって立ち上げた高校生団体。Eager（熱心に）、Enjoy（楽しく）、Effort（努力）、Effect
（影響）の頭文字を表している

用語解説
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案
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す
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す
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地
方
公
共
団
体
の
一
般
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す
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案
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員
の
定
年
等

に
関
す
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例
等
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を
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正
す
る

等
の
条
例
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制
定
す
る
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と
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つ
い
て
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旨

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
市
職
員
の
定
年
を
65
歳
ま
で
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
60
歳
を
超

え
る
職
員
の
職
制
や
任
用
、
給
与
に
係

る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
制
定
す
る

め
、
制
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
１

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
任
期
を

定
め
て
専
門
的
知
識
や
経
験
な
ど
を
有

も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４
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１
日
か
ら
施
行
し
、
一
部
の
規
定
は

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
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員
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▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
定
年
年
齢
が
65
歳
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
る
ま
で
の
間
、
定
年
退
職
者
の
い

市長からの一般質問などへの対応についての依頼を受け、議長
から全議員に対し、今後の適切な対応を求める要請をしました。

　一般質問などの質問内容の確認に当たり、職員が過重な負
担を感じている例があるので、面談などは基本的に勤務時間
内とし、長時間の主張や一方的な発言とならないよう、また、
高圧的な態度をとることがないよう配慮をお願いしたい。

　市長からの依頼は、議員と職員が互いに市民のためになる市
政運営につなげることを目指しているものであり、議会は対等
な立場で市政の発展に努めることを自覚し、議会基本条例や議
会議員政治倫理規程を再度確認のうえ、このような事態が起き
ないよう適切な対応を求める。

執行部との事務調整等に関する
適切な対応について

11月
5日

11月
7日

10月
31日

詳しくはこちらから

▲
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
な
ど
に
対
応
す
る
た
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任
期
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議
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市
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審
議
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す
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す
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か
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答　
職
員
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に
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要
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に
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通
す
る
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連
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広
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ど
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き
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か
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対
応
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の
結
果
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可
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成
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員
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本
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原
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賛
成
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員
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な
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り
、
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年
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れ
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と
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将
来
的
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政
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営
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念
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今
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答　
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定
年
退
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が
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数
の
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、
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い
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本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

市 長 か ら の 依 頼

議 長 か ら の 要 請



はだの議会だより 令和 5 年（2023 年）2 月 12 日（日）  第 247 号〘8〙

◆次回の議会だより（令和５年５月中旬の日曜日発行予定）は、第１回（３月）定例月会議の概要などをお知らせします。

＜第４回（12月）定例月会議の審議結果一覧表＞ ○：賛成　　●：反対　　欠：欠席

取扱保険会社９社から 
お客さまのニーズに合った保険プラン
をオーダーメイドで設計いたします。 

保険代理店 株式会社セイン 
〒257-0002 
神奈川県秦野市鶴巻南4-17-20 
TEL 0463-74-6671  FAX 0467-74-6672 

お客さまの想いを
保険のカタチに 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

社会福祉法人  秦野市社会福祉協議会  
〒257-0054  神 奈川県秦野市緑町 16 番 3 号 （秦 野 市保健福祉センター内 ） 
TEL  0463 -84 -7711  FAX 0463 -85 -1302  h t t ps : //www.vnhadano . com  

まずはご相談下さい。 

・福祉について教えてほしい（出前講座）等  
・働きたいけど自信がない  
・生活が苦しく何とかしたい  
・ボランティアに興味がある   
・終活を始めたいけど分からない   

秦野市社会福祉協議会マスコット 

「ハートフルちゃん」 

困っていること、分からないことありませんか？ 

広告

広告

※会議の日程、時刻は変更することがあります。
※議員への議案送付は、２月15日（水）の予定です。

2月 20日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
22日（水）午 前 ９ 時 本会議（開会（開議）・施政方針・提案説明）
28日（火） 〃 本会議（代表質問）

3月   1日（水） 〃 本会議（代表質問）
2日（木） 〃 本会議（議案審議）

本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
3日（金）午 前 ９ 時 予算決算常任委員会（令和５年度予算：総務分科会）
6日（月） 〃 予算決算常任委員会（令和５年度予算：文教福祉分科会）
7日（火） 〃 予算決算常任委員会（令和５年度予算：環境都市分科会）
9日（木）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会

総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）
10日（金）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会

文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）
13日（月）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会

環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）
14日（火）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
15日（水）午 前 9 時 本会議（一般質問）
16日（木） 〃 本会議（一般質問）
22日（水） 〃 本会議（一般質問）
24日（金） 〃 議会運営委員会

午 前 9 時 45 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決等）
常 任 委 員 会 閉 会 後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会（散会））
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会

第１回（３月）定例月会議日程

区
分

議案等
番号

議　案　等　名
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 自民党

秦野
無所属
の会 無所属

福
森
真
司

横
溝
泰
世

諸
星
　
光

阿
蘇
佳
一

谷
　
和
雄

原
　
　
聡

川
口
　
薫

風
間
正
子

小
菅
基
司

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

今
井
　
実

高
橋
文
雄

相
原
　
學

古
木
勝
久

木
村
眞
澄

吉
村
慶
一

佐
藤
文
昭

伊
藤
大
輔

市
長
提
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議
案

第 45 号 秦野市個人情報の保護に関する法律施行条例を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ● ○要旨：６ページに詳細を掲載
第 46 号 秦野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：７ページに詳細を掲載
第 47 号 秦野市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：７ページに詳細を掲載

第 48 号
秦野市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動費用の公費負担に関する条例の一部を改
正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運動用自動車の使用、選挙運動用ビラと選
挙運動用ポスターの作成に係る公費負担の限度額を引き上げるため、改正するもの

第 49 号 秦野市職員の給与に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：国家公務員に準じて、本市職員の給料月額と勤勉手当の支給率を引き上げるため、改正するもの

第 50 号
秦野市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ● ● ●要旨：本市職員の勤勉手当の支給率の引き上げに準じて、市長、副市長と教育長の期末手当
の支給率を引き上げるため、改正するもの

第 51 号
秦野市市税条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：地方税法の一部改正により、※下水道除害施設に係る固定資産税の課税標準について、軽
減措置が見直されたことに伴い、その特例率を引き上げることなど３項目について改正するもの

第 52 号 秦野市水道事業給水条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ● ○要旨：１ページに詳細を掲載
第 53 号 秦野市公共下水道使用料徴収条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ● ○要旨：１ページに詳細を掲載
第 54 号 秦野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：６ページに詳細を掲載
第 55 号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：６ページに詳細を掲載

第 56 号
市道の認定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：新東名高速道路建設工事と開発行為による移管に伴い、平沢154号線ほか22路線につ
いて、市道として認定するもの

第 57 号 市道の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：新東名高速道路の建設に伴い、市道菖蒲12号線ほか１路線について、市道を廃止するもの

第 58 号
市道の変更について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：新東名高速道路建設工事と開発行為による移管に伴い、市道寺山26号線ほか６路線に
ついて、市道の起終点を変更するもの

第 59 号 令和４年度秦野市一般会計補正予算（第５号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：６ページに詳細を掲載
第 60 号 令和４年度秦野市一般会計補正予算（第６号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ○要旨：６ページに詳細を掲載

第 61 号
令和４年度秦野市水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：収益的支出の営業費用に5,846万6,000円を、資本的支出の建設改良費に410万5,000
円を追加するとともに、収益的収入と資本的収入の職員給与費を668万4,000円減額するもの

第 62 号
令和４年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第２号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：収益的収入の営業収益を54万円減額するとともに、収益的支出の営業費用に5,915万
1,000円を追加し、資本的支出の建設改良費を６万6,000円減額することに加え、収益的収
入と資本的収入の職員給与費を225万4,000円減額するもの

第 63 号
令和４年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：職員給与費として歳入歳出それぞれ996万2,000円を減額するとともに、国庫支出金
の精算による返納金として8,000円を追加するもの

第 64 号 令和４年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：職員給与費として歳入歳出それぞれ188万3,000円を減額するもの
第 65 号 令和４年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：職員給与費として歳入歳出それぞれ459万円を追加するもの
第 66 号 令和４年度秦野市一般会計補正予算（第７号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：６ページに詳細を掲載

陳
情

令４陳情
第 ６ 号

安全・安心の医療・介護実現のため、人員増と処遇改善を求める陳情 趣旨了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○願意：５ページに詳細を掲載
令４陳情
第 ７ 号

介護保険制度の改善を求める陳情 趣旨了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○願意：５ページに詳細を掲載
令４陳情
第 ８ 号

医療・介護・保育・福祉などの職場で働く全ての労働者の大幅賃上げを求める陳情 趣旨了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○願意：５ページに詳細を掲載
令４陳情
第 ９ 号

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○願意：５ページに詳細を掲載
令４陳情
第 10 号

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○願意：５ページに詳細を掲載
令４陳情
第 11 号

私立認可保育所及び認定こども園の保育士・保育教諭配置数の改善を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○願意：５ページに詳細を掲載

議
員
提
出
議
案

第 ６ 号 秦野市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ● ● ●要旨：市議会議員の期末手当の支給率を引き上げるため、改正するもの
第 ７ 号 秦野市議会個人情報の保護に関する条例を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●要旨：６ページに詳細を掲載
第 ８ 号 国に私学助成の拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：５ページに詳細を掲載
第 ９ 号 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○要旨：５ページに詳細を掲載

報告案件（１件） 専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償）

※下水道除害施設…�公共下水道を損傷するおそれのある下水（基準を超える有害物質が含まれる場合など）を公共下水道に流す前に除去する施設用語解説

詳しくはこちら

詳しくはこちら ▼

第1回（１月）
臨時会議

審議の結果
許可

議員の辞職について
要旨：令和５年１月17日付けで木村眞澄議員から一身上の理由により議員を
辞職する旨の届け出があったもの


